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教務主任　郡 司 直 孝

　コロナ禍の影響で何とも言えない日々が続

いていたとき、大学内での会議後に、地域協働

推進センター長の齋藤征人先生からお誘いを

受けました。それは「ソーシャルクリニック（地

域課題診療所）の巡回型サテライト・オフィス

事業活動に参加してみませんか」というもので

した。その目的は「地域と大学の協働（地学協

働）を通じて地域住民をエンパワメントし、地

域の課題解決力を高め、地域づくりを自律的に

進められるようにすること」※であり「地域ニー

ズの汲み上げ」という未来につながる継続的な

取り組みでした。

　つまり、いろいろな地域に出かけていき、新

教職大学院や附属函館中学校の実践のPRを行

うことになります。特に、新教職大学院として

も地域の学校との連携が大きな課題となって

いたので、その解決のための効果的な切り口に

なると判断し、さらに附属函館中学校のICTに

関わる実践を中心に交流できると捉え、前向き

に活動に参加することとしました。

　そこで、巡回型サテライト・オフィスでのプ

レゼンによる説明の概要を見ていきます。まず

初めに2021年度からスタートする新教職大学

院の概要を、次に附属函館中学校の実践事例を

示し、地域との連携及び課題の解決への支援等

を説明していきました。新教職大学院では、現

職教員が勤務学校から1年間離れて、研修に取
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り組む機会になることを理解してもらい、また

研修後その勤務学校に戻り、得てきたことを還

元できるというメリットを強調しました。そし

て、派遣教員にとって学び直しに応えることが

できる充実したコースになっていることも力

説しました。

　各コースごとの目指す内容についてもふれ

ながら新教職大学院の特徴を簡単に説明しま

した。

　その後、郡司教務主任から、附属函館中学校

での実践の概要を示し、連携可能な3つの視点

【①「遠隔授業」　②「遠隔合同教員研修」③「授

業・研修のお手伝い」】を中心に解説しました。

①「遠隔授業」：今、GIGAスクール構想を実現す

るために、どの地域でもICTの運用に注目が集

ま っ て い ま す 。そ こ で 生 徒 一 人 一 台 の

Chromebookを活用した「遠隔授業」の事例を

提案しました。

　福島町立福島中学校との合同の授業実践に

よる新しい学びの広がりから、どの地域でも連

携を可能とするシステムの構築を呼びかけま

した。

②「遠隔合同教員研修」：教員同士の連携による

研修の可能性を指摘し、多様な成果について意

義を説明しました。

③これらの実績や実践をもとに、各地域の学校

での研修のお手伝いをしっかり受け止め協力

していくことについて丁寧に説明をしました。

　まず、ソーシャルクリニック巡回型サテライ

ト・オフィス活動事業の中で、このようなプレ

ゼンを使用しての説明等では、双方向による関

係からの語りになるように心がけました。そし

て、その地域の教員・生徒たちと「一緒に学びを

深めましょう」というスタンスを大切にしまし

た。さらに、その場に出席されている方々の抱

える課題は、自分たちも抱える課題としっかり

つながっているという意識を持つようにしま

した。そのことによって、距離感を感じさせな

いようにしたいと思ったのです。

　最後に、このソーシャルクリニック巡回型サ

テライト・オフィス事業活動への参加の試みか

ら、新教職大学院、附属函館中学校として、次年

度への方向性を探る方途として3名の感想等を

紹介します。

北海道教育大学附属函館中学校 校長

北海道教育大学教職大学院（函館校）

特任教授　中 村 吉 秀
　今までのソーシャルクリニック巡回型サテ

ライト・オフィス事業活動での働きかけの積み

重ねから、それぞれの地域との信頼関係が十分

に育っていると感じました。その関係に絡めて

【新教職大学院のよさ、附属函館中学校のICT

教育の推進、ICTを活用した研修について】の

実践事例を示すことができました。次年度以降

は、今以上に信頼を得て、効果的に継続できる

よう、この初年度の取り組みを大切にしたいと

感じています。

　2～3の地域から実践の交流や連携を打診さ

れていますが、このことを丁寧に紡いでいくこ

とと、さらに、道南地方として、地域と連携し協

働できる体制を構築するために、残されている

パワーを活用しなければ、のちのちの進展に大

きな影響を及ぼすと考えています。

北海道教育大学附属函館中学校

副 校 長　白 川 　 卓
　今年度から附属学校の立場からソーシャル

クリニック巡回型サテライト・オフィス事業活

動に参加させていただきました。地域振興に対

する熱い思いや教育大学に対する期待を強く

感じたところです。地域の教育委員会における

様々な課題を直接伺うことができ、本校のリ

ソースを活かすことで課題解決の一助になれ

ば大変有り難いことだと感じています。現在、

このソーシャルクリニック巡回型サテライト・

オフィス事業活動を機にonlineとICTを活用し

た合同授業や教員研修等において具体的な連

携事業について進んでいる地域があります。そ

れらの取り組みや成果を踏まえ、ソーシャルク

リニック巡回型サテライト・オフィス事業活動

の取り組みを更に深化拡充し、地域教育の振興

に資する附属学校として使命を果たして参り

たいと考えています。大変貴重な機会をいただ

きましたことに心から感謝いたします。

北海道教育大学附属函館中学校

教務主任　郡 司 直 孝
　私たち附属学校は、「教育に関する地域のモ

デル校」としての役割を果たすことを使命の１

つとしています。この度ソーシャルクリニック

巡回型サテライト・オフィス事業活動に参加す

る機会をいただいたことで、この使命に関わっ

て２つのことを「痛感」しました。

　まずは、「教育」のモデル校として果たすべき

役割の大きさです。これは本校がこれまでに蓄

積してきた様々な研究実践・授業実践を、具体

的な方策としてお示しできるものにしなけれ

ばならないことを痛感しました。

　そして、「地域」のモデル校としての役割への

気づきです。実際に地域で様々な取組を進めて

いる方々にお会いし、お話を聴くことを通し

て、地域それぞれに課題があり、願いや想いが

あることを、今更ながら改めて実感しました。

学校教育が地域のために何ができて、そのため

に附属学校が何をすべきか、その模索と実践の

必要性を痛感しました。

　このソーシャルクリニック巡回型サテライ

ト・オフィス事業活動という直接の出会いがな

ければ、こうした「痛感」は得られなかったと感

じています。改めて機会を頂戴した多くの皆様

に感謝申し上げるとともに、今後も引き続き、

本校の取組や果たすべき役割に対してご教示

いただきたいと考えています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



HAKODATE Campus

HOKKAIDO UNIVERSITY 
OF EDUCATION

28

■ソーシャルクリニック巡回型サテライト・オフィス事業

　コロナ禍の影響で何とも言えない日々が続

いていたとき、大学内での会議後に、地域協働

推進センター長の齋藤征人先生からお誘いを

受けました。それは「ソーシャルクリニック（地

域課題診療所）の巡回型サテライト・オフィス
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働）を通じて地域住民をエンパワメントし、地

域の課題解決力を高め、地域づくりを自律的に
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ズの汲み上げ」という未来につながる継続的な

取り組みでした。
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うことになります。特に、新教職大学院として

も地域の学校との連携が大きな課題となって

いたので、その解決のための効果的な切り口に

なると判断し、さらに附属函館中学校のICTに

関わる実践を中心に交流できると捉え、前向き

に活動に参加することとしました。

　そこで、巡回型サテライト・オフィスでのプ

レゼンによる説明の概要を見ていきます。まず

初めに2021年度からスタートする新教職大学

院の概要を、次に附属函館中学校の実践事例を

示し、地域との連携及び課題の解決への支援等

を説明していきました。新教職大学院では、現

職教員が勤務学校から1年間離れて、研修に取

り組む機会になることを理解してもらい、また

研修後その勤務学校に戻り、得てきたことを還

元できるというメリットを強調しました。そし

て、派遣教員にとって学び直しに応えることが

できる充実したコースになっていることも力

説しました。

　各コースごとの目指す内容についてもふれ

ながら新教職大学院の特徴を簡単に説明しま

した。

　その後、郡司教務主任から、附属函館中学校

での実践の概要を示し、連携可能な3つの視点

【①「遠隔授業」　②「遠隔合同教員研修」③「授

業・研修のお手伝い」】を中心に解説しました。

①「遠隔授業」：今、GIGAスクール構想を実現す

るために、どの地域でもICTの運用に注目が集

ま っ て い ま す 。そ こ で 生 徒 一 人 一 台 の

Chromebookを活用した「遠隔授業」の事例を

提案しました。

　福島町立福島中学校との合同の授業実践に

よる新しい学びの広がりから、どの地域でも連

携を可能とするシステムの構築を呼びかけま

した。

②「遠隔合同教員研修」：教員同士の連携による

研修の可能性を指摘し、多様な成果について意

義を説明しました。

③これらの実績や実践をもとに、各地域の学校

での研修のお手伝いをしっかり受け止め協力

していくことについて丁寧に説明をしました。

　まず、ソーシャルクリニック巡回型サテライ

ト・オフィス活動事業の中で、このようなプレ

ゼンを使用しての説明等では、双方向による関

係からの語りになるように心がけました。そし

て、その地域の教員・生徒たちと「一緒に学びを

深めましょう」というスタンスを大切にしまし

た。さらに、その場に出席されている方々の抱

える課題は、自分たちも抱える課題としっかり

つながっているという意識を持つようにしま

した。そのことによって、距離感を感じさせな
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いようにしたいと思ったのです。
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テライト・オフィス事業活動への参加の試みか
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ライト・オフィス事業活動での働きかけの積み
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【新教職大学院のよさ、附属函館中学校のICT
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は、今以上に信頼を得て、効果的に継続できる

よう、この初年度の取り組みを大切にしたいと

感じています。

　2～3の地域から実践の交流や連携を打診さ

れていますが、このことを丁寧に紡いでいくこ
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働できる体制を構築するために、残されている

パワーを活用しなければ、のちのちの進展に大
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　今年度から附属学校の立場からソーシャル

クリニック巡回型サテライト・オフィス事業活

動に参加させていただきました。地域振興に対

する熱い思いや教育大学に対する期待を強く

感じたところです。地域の教育委員会における

様々な課題を直接伺うことができ、本校のリ

ソースを活かすことで課題解決の一助になれ

ば大変有り難いことだと感じています。現在、
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の取り組みを更に深化拡充し、地域教育の振興

に資する附属学校として使命を果たして参り

たいと考えています。大変貴重な機会をいただ
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　私たち附属学校は、「教育に関する地域のモ

デル校」としての役割を果たすことを使命の１
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いる方々にお会いし、お話を聴くことを通し

て、地域それぞれに課題があり、願いや想いが

あることを、今更ながら改めて実感しました。

学校教育が地域のために何ができて、そのため

に附属学校が何をすべきか、その模索と実践の

必要性を痛感しました。

　このソーシャルクリニック巡回型サテライ

ト・オフィス事業活動という直接の出会いがな

ければ、こうした「痛感」は得られなかったと感

じています。改めて機会を頂戴した多くの皆様

に感謝申し上げるとともに、今後も引き続き、
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　コロナ禍の影響で何とも言えない日々が続

いていたとき、大学内での会議後に、地域協働

推進センター長の齋藤征人先生からお誘いを

受けました。それは「ソーシャルクリニック（地

域課題診療所）の巡回型サテライト・オフィス

事業活動に参加してみませんか」というもので

した。その目的は「地域と大学の協働（地学協

働）を通じて地域住民をエンパワメントし、地

域の課題解決力を高め、地域づくりを自律的に

進められるようにすること」※であり「地域ニー

ズの汲み上げ」という未来につながる継続的な

取り組みでした。

　つまり、いろいろな地域に出かけていき、新

教職大学院や附属函館中学校の実践のPRを行

うことになります。特に、新教職大学院として

も地域の学校との連携が大きな課題となって

いたので、その解決のための効果的な切り口に

なると判断し、さらに附属函館中学校のICTに

関わる実践を中心に交流できると捉え、前向き

に活動に参加することとしました。

　そこで、巡回型サテライト・オフィスでのプ

レゼンによる説明の概要を見ていきます。まず

初めに2021年度からスタートする新教職大学

院の概要を、次に附属函館中学校の実践事例を

示し、地域との連携及び課題の解決への支援等

を説明していきました。新教職大学院では、現

職教員が勤務学校から1年間離れて、研修に取

り組む機会になることを理解してもらい、また

研修後その勤務学校に戻り、得てきたことを還

元できるというメリットを強調しました。そし

て、派遣教員にとって学び直しに応えることが

できる充実したコースになっていることも力

説しました。

　各コースごとの目指す内容についてもふれ

ながら新教職大学院の特徴を簡単に説明しま

した。

■ソーシャルクリニック巡回型サテライト・オフィス事業
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【①「遠隔授業」　②「遠隔合同教員研修」③「授

業・研修のお手伝い」】を中心に解説しました。

①「遠隔授業」：今、GIGAスクール構想を実現す

るために、どの地域でもICTの運用に注目が集

ま っ て い ま す 。そ こ で 生 徒 一 人 一 台 の

Chromebookを活用した「遠隔授業」の事例を

提案しました。

　福島町立福島中学校との合同の授業実践に

よる新しい学びの広がりから、どの地域でも連

携を可能とするシステムの構築を呼びかけま

した。

②「遠隔合同教員研修」：教員同士の連携による

研修の可能性を指摘し、多様な成果について意

義を説明しました。

③これらの実績や実践をもとに、各地域の学校

での研修のお手伝いをしっかり受け止め協力

していくことについて丁寧に説明をしました。

　まず、ソーシャルクリニック巡回型サテライ

ト・オフィス活動事業の中で、このようなプレ

ゼンを使用しての説明等では、双方向による関

係からの語りになるように心がけました。そし

て、その地域の教員・生徒たちと「一緒に学びを

深めましょう」というスタンスを大切にしまし

た。さらに、その場に出席されている方々の抱

える課題は、自分たちも抱える課題としっかり

つながっているという意識を持つようにしま

した。そのことによって、距離感を感じさせな

いようにしたいと思ったのです。

　最後に、このソーシャルクリニック巡回型サ

テライト・オフィス事業活動への参加の試みか

ら、新教職大学院、附属函館中学校として、次年

度への方向性を探る方途として3名の感想等を

紹介します。

北海道教育大学附属函館中学校 校長

北海道教育大学教職大学院（函館校）

特任教授　中 村 吉 秀
　今までのソーシャルクリニック巡回型サテ

ライト・オフィス事業活動での働きかけの積み

重ねから、それぞれの地域との信頼関係が十分

に育っていると感じました。その関係に絡めて

【新教職大学院のよさ、附属函館中学校のICT

教育の推進、ICTを活用した研修について】の

実践事例を示すことができました。次年度以降

は、今以上に信頼を得て、効果的に継続できる

よう、この初年度の取り組みを大切にしたいと

感じています。

　2～3の地域から実践の交流や連携を打診さ

れていますが、このことを丁寧に紡いでいくこ

とと、さらに、道南地方として、地域と連携し協

働できる体制を構築するために、残されている

パワーを活用しなければ、のちのちの進展に大

きな影響を及ぼすと考えています。

北海道教育大学附属函館中学校

副 校 長　白 川 　 卓
　今年度から附属学校の立場からソーシャル

クリニック巡回型サテライト・オフィス事業活

動に参加させていただきました。地域振興に対

する熱い思いや教育大学に対する期待を強く

感じたところです。地域の教育委員会における

様々な課題を直接伺うことができ、本校のリ

ソースを活かすことで課題解決の一助になれ

ば大変有り難いことだと感じています。現在、

このソーシャルクリニック巡回型サテライト・

オフィス事業活動を機にonlineとICTを活用し

た合同授業や教員研修等において具体的な連

携事業について進んでいる地域があります。そ

れらの取り組みや成果を踏まえ、ソーシャルク

リニック巡回型サテライト・オフィス事業活動

の取り組みを更に深化拡充し、地域教育の振興

に資する附属学校として使命を果たして参り

たいと考えています。大変貴重な機会をいただ

きましたことに心から感謝いたします。

北海道教育大学附属函館中学校

教務主任　郡 司 直 孝
　私たち附属学校は、「教育に関する地域のモ

デル校」としての役割を果たすことを使命の１

つとしています。この度ソーシャルクリニック

巡回型サテライト・オフィス事業活動に参加す

る機会をいただいたことで、この使命に関わっ

て２つのことを「痛感」しました。

　まずは、「教育」のモデル校として果たすべき

役割の大きさです。これは本校がこれまでに蓄

積してきた様々な研究実践・授業実践を、具体

的な方策としてお示しできるものにしなけれ

ばならないことを痛感しました。

　そして、「地域」のモデル校としての役割への

気づきです。実際に地域で様々な取組を進めて

いる方々にお会いし、お話を聴くことを通し

て、地域それぞれに課題があり、願いや想いが

あることを、今更ながら改めて実感しました。

学校教育が地域のために何ができて、そのため

に附属学校が何をすべきか、その模索と実践の

必要性を痛感しました。

　このソーシャルクリニック巡回型サテライ

ト・オフィス事業活動という直接の出会いがな

ければ、こうした「痛感」は得られなかったと感

じています。改めて機会を頂戴した多くの皆様

に感謝申し上げるとともに、今後も引き続き、

本校の取組や果たすべき役割に対してご教示

いただきたいと考えています。
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※.池ノ上真一・古地順一郎「ソーシャルクリニック～地域の課題

解決力向上を目指す仕組み～」北海道教育大学函館校地域協働

推進センター編集、北海道教育大学函館校ソーシャルクリニッ

ク平成28年度活動報告書P３～P５より引用
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